
ブラシ等で取れない場合は、雑巾など
でやさしくふき取ってください。

本体のフタを開けフィルターを外します。
ねじ留め式の方は、ドライバーを使用します。

これで本体の掃除は終了です。

柔らかめの歯ブラシ等で磨きます。

この時空気の吸い込み口に注意してください。

〇の部分が詰まると雑音等が発生し故障の原因
となります。

ご準備していただくものご準備していただくもの
・いらなくなった歯ブラシなど
（やわらかめのブラシならOK）
・雑巾など汚れてもOKな布類
※ねじ留め式ブロアの方はドライバー

①①

③③

②②

④④

本 体

取り切れないほこりは、手でやさしく
はたいて取り除きます。

フィルターを掃除します。 本体と同じく

歯ブラシ等でほこりを取ります。

きれいになったフィルターを本体に戻します。
これでフィルターの掃除は終了です。

歯ブラシ等でやさしくほこりを取りのぞ
きます。

①①

③③

②②

④④

フ ィ ル タ ー

パッキンがついている場合はパッキンも

掃除してください。これでふたの掃除は

終了です。

本体のフタを掃除します。  
このエアポンプはフタとフィルタの間にパッキン
がついているタイプのものです。

本体にふたをしてメンテナンス完了です。
ねじ式の方はしっかりねじを締めて
ください。

本体、フィルターと同じく歯ブラシでほ
こりを取ります。取り切れないほこりは
優しく雑巾などでふき取ってください。

‧  本体の温度が高くなると故障の原因になります。
 使用時はカバーをかけるなど密封したりしないでください。

‧  日なたに置くことを避け、涼しい場所で使用してください。

‧  フィルターにほこりが溜まると熱がこもり易くなります。   
定期的なメンテナンスで本体を冷ましてあげてください。

長持ちの コ ツ長持ちの コ ツ

①①

③③

②②

④④

フ タ

この度は当社のエアーポンプ(ブロア)をお買い上げいただき
ありがとうございます。当品を長くお使いいただく為のご自宅で
出来るメンテナンスの方法を紹介させていただきます。

※定期的なメンテナンスをお勧めします。


